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　平成31年がスタートしました。先月号の年
頭のことばでもお伝えしましたが、本年は本
市の魅力を市内外に発信するため、ブランド
メッセージとして「フラシティいわき」を前
面に押し出して、シティセールスを推進して
いくとともに「いわき市健康元年」と位置付
け、市民の皆さんの健康指標の改善と健康長
寿都市の実現を目指してまいります。
　そのような中、今月10日にいわきサンシャ

インマラソンが開催されます。回を重ねて今
回で第10回を迎えました。思い返すと、本市
でマラソン大会の構想が出された際、福島県
議会の福祉公安委員長であった私は、当時の
櫛田市長から大会コースとして幹線道路使用
の要請を受け、県や警察本部との交渉に携
わったことがありました。
　今や、この大会は本市を代表するスポーツ
イベントとなり、エントリーは市内外から１
万人を超え、全国のマラソン大会のランキン
グでも常にベスト10に入る人気の大会へと成
長しました。今回は節目の大会でもあり、谷
口浩美さんや、柏原竜二さん、安田美沙子さ
んをゲストランナーに迎え、多くの市民ボラ
ンティアのご協力をいただきながら、さらに
盛り上げていきたいと思います。

こんにちは 市長室からこんにちは 市長室から

いわき市長　清 水 敏 男

第10回いわき
サンシャインマラソン
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「
塩
」
が
付
く
地
名

　
地
名
に
は
、
地
域
の
歴
史
を
知
る
ヒ
ン
ト

が
隠
さ
れ
て
い
ま
す
。
市
内
各
所
の
地
名
に

ま
つ
わ
る
由
来
な
ど
を
紹
介
し
「
い
わ
き
」

の
歴
史
を
ひ
も
と
き
ま
す
。

　市
内
に
は
「
塩
」
が
付
け
ら
れ
た
字
名
が
広

く
点
在
し
て
お
り
、
い
く
つ
か
の
由
来
が
考
え

ら
れ
ま
す
。

　一
つ
は
、
海
の
塩
に
由
来
す
る
も
の
で
、
塩

場
（
平
豊
間
）
、
塩
民
（
久
之
浜
町
末
続
）
が

挙
げ
ら
れ
ま
す
。
も
う
一
つ
は
、
た
わ
む
と
い

う
意
味
の
「
シ
ヲ
」
に
由
来
す
る
も
の
で
、
川

の
谷
間
の
よ
う
な
た
わ
ん
だ
地
形
に
な
っ
て
い

る
場
所
を
指
し
ま
す
。

　こ
の
よ
う
な
地
形
は
各
地
に
み
ら
れ
る
た
め
、

沿
岸
部
に
限
ら
ず
、
塩
田
（
平
上
高
久
、
小
名

浜
岡
小
名
、
川
部
町
）
、
塩
沢
（
山
田
町
、
小

川
町
塩
田
）
、
塩
畑
（
遠
野
町
滝
）
、
塩
ノ
塚

（
遠
野
町
上
根
本
）
、
塩
ノ
平
・
塩
ノ
本
（
田

人
町
黒
田
）
と
、
山
間
部
を
含
め
た
広
い
範
囲

に
わ
た
っ
て
点
在
し
て
い
ま
す
。

　ま
た
、
四
倉
町
に
は
仁
井
田
川
に
沿
っ
て
塩

木
と
い
う
地
名
が
あ
り
ま
す
。
地
元
の
耕
田
寺

に
伝
わ
る
文
献
に
よ
る
と
、
永
正
年
間
（
一
五

〇
四
年
〜
一
五
二
一
年
）
に
大
津
波
が
あ
っ
て

付
近
の
民
家
が
流
失
し
、
さ
ら
に
、
天
文
年
間

（
一
五
三
二
年
〜
一
五
五
五
年
）
に
も
同
様
の

被
害
に
遭
い
、
潮
に
よ
る
災
害
を
受
け
た
こ
と

か
ら
「
塩
来
」
と
名
付
け
ら
れ
、
そ
の
後
「
塩

木
」
に
転
用
し
た
と
い
い
ま
す
。

　こ
の
よ
う
に
、
災
害
を
由
来
と
し
て
地
名
を

付
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
縁
起
が
悪
い
地
名

は
、
時
代
を
経
て
表
記
を
変
え
て
伝
え
ら
れ
る

こ
と
も
よ
く
あ
り
ま
す
。

（
い
わ
き
地
域
学
會
　小
宅
幸
一
）

※

い
わ
き
市
内
の
昔
の
写
真
を
お
持
ち
で
、
提

　供
い
た
だ
け
る
方
は
、
ふ
る
さ
と
発
信
課

　（
☎
22
・
７
５
０
３
）
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

　い
。

地
名
の
中
の

　
　
﹁
い
わ
き
﹂

地
名
の
中
の

　
　
﹁
い
わ
き
﹂

四倉町塩木と海岸の位置関係〔１：50,000地
形図（平成19年修正）〕

　
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
の
取
り

組
み
や
地
域
課
題
解
決
の
た
め

の
活
動
を
支
援
す
る
「
ま
ち
・

未
来
創
造
支
援
事
業
」
と
、
ま

ち
づ
く
り
を
担
う
人
材
育
成
を

支
援
す
る
「
明
日
を
ひ
ら
く
人

づ
く
り
事
業
」
の
対
象
と
な
る
、

市
民
活
動
団
体
や
ま
ち
づ
く
り

団
体
等
が
行
う
市
民
活
動
な
ど

を
募
集
し
ま
す
。

○
ま
ち
づ
く
り
活
動
（
ス
タ
ー

　
ト
ア
ッ
プ
）
支
援
事
業

▼
対
象
　
新
た
な
公
益
的
活
動

　
を
始
め
よ
う
と
す
る
団
体
の

　
事
業

▼
補
助
額
　
補
助
対
象
経
費
の

　
５
分
の
４
以
内
（
上
限
20
万

　
円
、
助
成
は
３
回
ま
で
）

○
ま
ち
づ
く
り
活
動
（
ソ
フ

　
ト
）
支
援
事
業

▼
対
象
　
地
域
の
課
題
解
決
の

　
た
め
に
行
う
市
民
活
動

▼
補
助
額
　
補
助
対
象
経
費
の

　
３
分
の
２
以
内
（
上
限
百
万

　
円
、
助
成
は
３
回
ま
で
）

○
ま
ち
づ
く
り
活
動
（
ハ
ー

　
ド
）
支
援
事
業

▼
対
象
　
地
域
資
源
を
活
用
し

　
た
整
備
事
業

▼
補
助
額
　
補
助
対
象
経
費
の

　
４
分
の
３
以
内
（
上
限
５
百

　
万
円
、
助
成
は
１
回
）

○
ま
ち
づ
く
り
活
動
（
グ
レ
ー

　
ド
ア
ッ
プ
）
支
援
事
業

▼
対
象
　
実
績
の
あ
る
事
業
を

　
さ
ら
に
拡
充
・
発
展
さ
せ
、

　
各
種
団
体
か
ら
賛
同
・
協
力

　
を
得
な
が
ら
企
画
・
運
営
す

　
る
事
業

▼
補
助
額
　
補
助
対
象
経
費
の

　
２
分
の
１
以
内
（
上
限
百
50

　
万
円
、
助
成
は
３
回
ま
で
）

○
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
設
立
支
援
事
業

▼
対
象
　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
格
の
認

　
証
手
続
き
に
係
る
活
動
や
、

　
会
員
獲
得
な
ど
に
向
け
た
広

　
報
活
動

▼
補
助
額
　
補
助
対
象
経
費
の

　
５
分
の
４
以
内
（
上
限
20
万

　
円
、
助
成
は
１
回
）

▼
対
象
　
①
将
来
の
ま
ち
づ
く

　
り
を
担
う
青
少
年
を
育
成
す

　
る
た
め
の
事
業
　
②
ま
ち
づ

　
く
り
を
担
う
人
材
を
育
成
す

　
る
た
め
の
事
業
　
③
自
治

　
会
・
町
内
会
な
ど
の
運
営
を

　
担
う
人
材
を
育
成
す
る
た
め

　
の
事
業

▼
補
助
額
　
補
助
対
象
経
費
の

　
２
分
の
１
以
内
（
上
限
50
万

　
円
、
助
成
は
３
回
ま
で
）

○
案
内
（
共
通
）

▼
申
し
込
み
方
法
　
同
課
、
各

　
支
所
、
中
央
台
・
泉
市
民

　
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
に
事
前

　
相
談
の
上
、
申
請
書
な
ど

　
（
同
課
ま
た
は
市
ホ
ー
ム

　
ペ
ー
ジ
か
ら
入
手
可
）
を
提

　
出

▼
申
込
期
限
　
２
月
28
日
㈭

ま
ち
・
未
来
創
造
支
援

事
業

明
日
を
ひ
ら
く
人
づ
く

り
事
業

カニサレス・フラメンコ・クインテット
を実施

まち・未来創造支援事業の一例「第５
回ツール・ド・いわき2018」

　９月16日、アリオス10周年記念およびスペ
イン・日本外交関係樹立150周年事業として、
宝くじの助成（コミュニティ助成事業）を受
け、カニサレス・フラメンコ・クインテット
を実施しました。
　コミュニティ助成事業は、宝くじの受託事
業収入を財源とし、地域社会の健全な発展と
住民福祉の向
上に寄与する
ことを目的に
実施されてい
ます。

「地域学校協働活動」推進に係る文部科
学大臣表彰

音楽とフラメンコで観客を魅了
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ト
ピ
ッ
ク
ス

ま
ち
づ
く
り
活
動
や
人
材
育
成
を
支
援

○
お
問
い
合
わ
せ

　
地
域
振
興
課
地
域
振
興
係
　

　
☎
22
･
7
4
1
4

▷田人小・中学校（田人町黒田）
　地域の特産物の栽培や林業体験など、学
校・家庭・地域パートナーシップ推進事業に
おける取り組みが、他の模範となる「地域学
校協働活動」として表彰されました。


